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会場 ： 　平安の間

司会 キャビネット会計 小 林 英 一 郎

　  １．開会宣言・開会ゴング 地区ガバナー 前 原 正 義

　  ２．国旗に敬礼・国歌斉唱 全 員

　  ３．物故ライオン並びに献眼者に黙祷 全 員

　  ４．ライオンズヒム斉唱 全 員

　  ５．地区ガバナー挨拶 地区ガバナー 前 原 正 義

　  ６．ご挨拶 名誉顧問会議長 福 田 智 恵

地区ガバナーエレクト 中 山 光 明

第二副地区ガバナー 大 橋 孝 生

　  ７．議事規則の採用及び議長選出 キャビネット幹事 大 垣 典 昭

　  ８．議事　議長就任 地区ガバナー 前 原 正 義

（1） 議事録作成人・議事録署名人指名 地区ガバナー 前 原 正 義

（2） 定足数の確認 キャビネット幹事 大 垣 典 昭

（3） キャビネット幹事報告 キャビネット幹事 大 垣 典 昭

（4） 地区コーディネーター・委員長 報告

① 前 田 光 之

② 渡 邉 勇 人

③ 谷 中 田 悟

④ 塩 澤 達 俊

⑤ 横 田 敏 弘

⑥ 中 村 明 美

⑦ マーケティング・PR・IT・会則 委員長 楡 井 将 太

⑧ 国際大会参加・環境保全・アラート 委員長 倉 井 茂 雄

⑨ YCE 委員長 佐 藤 公 彦

⑩ レオ・青少年育成 委員長 氏 家 啓 治

⑪ ライオンズクエスト・薬物乱用防止 委員長 土 屋 貴 子

（5） 第72回年次大会委員長 報告 年次大会委員長 小 池 隆 男

　　休会宣言 地区ガバナー 前 原 正 義

　　再会宣言 地区ガバナー 前 原 正 義

（6） ゾーン・チェアパーソン 現況報告 各ゾーン・チェアパーソン

（7） 地区ガバナー報告 地区ガバナー 前 原 正 義

（8） その他 地区ガバナー 前 原 正 義

　　９. 議長解任

　１０．閉会宣言・閉会ゴング 地区ガバナー 前 原 正 義

～～～～～ 休　憩　（１５：１０～１５：２０） ～～～～～

GMTコーディネーター、会員増強・会員維持 委員長

GSTコーディネーター、奉仕 委員長

LCIFコーディネーター、LCIF 委員長

WYPTコーディネーター、女性・若手会員拡大 委員長

第４回キャビネット会議次第
（１４ ： ００ ～ １６ ： ００）

GETコーディネーター、EXT・会員増強 委員長

GLTコーディネーター、長期計画・指導力育成 委員長
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6月2日 現在

役　　　職 氏 名 氏　　名

地区ガバナー 前 原 正 義 ○ ZC 長 井 宏 ✕

名誉顧問会議長 福 田 智 恵 ○ 副ZC 和 久 井 定 雄 ○

第一副地区ガバナー 中 山 光 明 ○ ZC 北 岡 宏 ○

第二副地区ガバナー 大 橋 孝 生 ○ 副ZC 時 田 信 介 ✕

名　誉　顧　問 水 沼 孝 夫 ○ ZC 福 地 博 行 ○

名　誉　顧　問 三 枝 久 夫 ○ 副ZC 斎 藤 陽 介 ○

名　誉　顧　問 大阿久九二男 ✕ ZC 酒 井 一 則 ○

名　誉　顧　問 石 橋 貞 ○ 副ZC 岡 田 豊 ✕

名　誉　顧　問 石 﨑 義 夫 ○ ZC 山 﨑 昌 子 ✕

名　誉　顧　問 後 藤 一 男 ○ 副ZC 仲 澤 佳 子 ✕

名　誉　顧　問 眞 尾 博 ✕ ZC 池 上 正 美 ✕

名　誉　顧　問 小 倉 康 延 ○ 副ZC 高 山 仁 ○

名　誉　顧　問 蓼 沼 一 弘 ○ ZC 中 田 佐 代 子 ✕

名　誉　顧　問 植 村 茂 敏 ✕ 副ZC 佐 藤 公 彦 ※

11 /14 ZC 鈴 木 康 弘 ○

副ZC

キャビネット幹事 大 垣 典 昭 ○ 　１Ｒ委員 小 関 幸 夫 ※

キャビネット会計 小 林 英 一 郎 ○ 　２Ｒ委員 福 富 善 明 ○

会計監査 鵜 山 明 ○ 　３Ｒ委員 菅 原 一 浩

会計監査 佐 藤 恒 一 ○ 　４Ｒ委員 今 泉 万 里 ○

副幹事/兼地区副委員長 小 野 澤 康 ✕ 　１Ｒ委員 植 竹 隆 志 ○

副幹事/兼年次大会副委員長 長 尾 俊 介 ○ 　２Ｒ委員 望 月 政 英 ○

副幹事 吉 澤 敏 彦 ✕ 　３Ｒ委員 小 林 雅 之 ○

副幹事 石 原 誉 司 ✕ 　４Ｒ委員 佐 藤 妙 子 ○

副会計 鈴 木 佑 介 ✕ 　１Ｒ委員 齋 川 勝 ✕

GETコーディネーター 前 田 光 之 ○ 　２Ｒ委員 増 田 敏 行 ○

GLTコーディネーター 渡 邉 勇 人 ○ 　３Ｒ委員 馬 場 伸 裕 ○

GMTコーディネーター 谷 中 田 悟 ○ 　４Ｒ委員 飯 沼 泰 佑 ✕

GSTコーディネーター 塩 澤 達 俊 ✕ 　１Ｒ委員 佐 々 木 俊 一 ✕

LCIFコーディネーター 横 田 敏 弘 ○ 　２Ｒ委員 鈴 木 啓 司 ○

WYPTコーディネーター 中 村 明 美 ✕ 　３Ｒ委員 坂 本 湛 子 ✕

年次大会委員長 小 池 隆 男 ○ 　４Ｒ委員 星 野 岳 央 ○

地区委員長　PR 榆 井 将 太 17 /28

地区委員長　国際大会参加 倉 井 茂 雄 ○

地区委員長　YCE 佐 藤 公 彦 ○

地区委員長　レオ 氏 家 啓 治 ✕

地区委員長　クエスト 土 屋 貴 子 ○

年次大会副委員長 眞 尾 博 ※

LCIF副コーディネーター 永 嶋 浩 太 郎 ✕

WYPT副コーディネーター 長 竹 孝 二 ○

地区副委員長　GLT 髙 橋 隆 ○

地区副委員長　GMT 小 関 幸 夫 ○

地区副委員長　GST 長 井 宏 ※ 0

地区副委員長　LCIF 清 田 明 ○

地区副委員長　PR 関 口 恭 一 郎 ○ 48 名
地区副委員長　国際大会参加 森 戸 浩 ○ /　74

地区副委員長　YCE 根 岸 英 夫 ✕ 0 名
地区副委員長　レオ 阿 部 隆 宏 ✕

地区副委員長　クエスト 小 堀 義 広 ○ 　参加者 48 名

年次大会実行委員長 津 野 田 仁 大 ✕

20 /32
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区ガバナー      前 原  正 義  

 

本日はご多用の中、ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 第 4回キャビネット会議にご出席を賜

り、誠にありがとうございます。 

また、今期一年間にわたり、地区運営にご尽力いただいておりますキャビネット役員、各クラブ会

長をはじめ会員の皆様に、ガバナーとして心より御礼申し上げます。 

さて、本日のキャビネット会議は、今期の締めくくりとなる大変重要な会議であります。この一年を

振り返りますと、社会環境が大きく変化する中にあっても、各クラブにおかれましては、地域に根ざ

した奉仕活動を力強く展開していただきました。防災・減災への取り組み、青少年育成、地域社会

との連携強化など、それぞれの現場において「We Serve」の精神が着実に実践されてきたことを、

大変心強く感じております。 

また、今期掲げてまいりましたガバナースローガン「未来へつなごう We Serve！」のもと、次世代を

担う人材の育成や、新たな挑戦にも取り組んでまいりました。キャンパスライオンズクラブの設立を

はじめ、未来へつながる種をまくことができた一年であったと確信しております。 

本日の会議では、各委員会からの報告、今期事業の総括、そして次期へ向けた重要な議案が審

議されます。この一年の成果と課題をしっかりと共有し、次なる飛躍へとつなげていく場として、有

意義なご議論をお願い申し上げます。 

ライオンズクラブの力は、一人ひとりの志と行動の積み重ねにあります。この一年で培った経験と

絆を礎に、333-B 地区がさらに発展し、地域社会に一層必要とされる存在であり続けることを強く

願っております。 

最後に、キャビネット構成員方々のご健勝とご活躍、そして各クラブのさらなる発展を心よりご祈念

申し上げます。 
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区名誉顧問会議長  福 田  智 恵  

 

4 月 18 日に開催されました第 72 回地区年次大会において、中山光明ガバナー・エレクトが誕

生され、また、5月 17日には、ここ栃木県宇都宮市において、第 72回 333複合地区年次大会が

盛大に開催されました。 

複合地区各地より多くのライオンが集い、友情を深めるとともに、今期の歩みを称え合い、次年

度への思いを共有する、大変意義深い大会となりました。ホスト地区として、前原正義ガバナーの

力強いリーダーシップのもと、クラブ会長をはじめ、多くの皆様にご尽力いただきましたことに、心

より感謝申し上げます。 

 

次年度は、Mission 1.5 の最終年度となります。 

会員増強という目標の達成はもとより、「地域から必要とされるライオンズクラブ」であり続けること

が、今、私たちに求められているのではないでしょうか。 

 

栃木県では、少子化や高齢化、若い世代（女性）の県外転出など、地域社会を取り巻く課題が

深刻化しています。また、「助けて」と声を上げにくい社会の中で、人と人とのつながりや支え合い

の大切さが、改めて問われています。 

そのような時代だからこそ、地域の声に耳を傾け、人に寄り添う奉仕を続けていくことが大切で

あると考えております。 

また、高齢化社会にあっても持続可能なクラブ運営ができるよう、キャビネット運営や組織編制

についても智慧を働かせながら、時代に即したライオンズ活動へとつなげていくことが必要である

と感じています。 

 

私たち一人ひとりの小さな実践の積み重ねが、地域との信頼を育み、ライオンズクラブの存在価

値につながっていくものと思います。 

ライオンズクラブの活動が、地域に安心と希望を届ける灯となり、次代へつながる奉仕の輪とし

て、未来へ力強く広がっていくことを心より願っております。 

 

 

 ＝複合地区マーケティング・PR・IT委員長からの報告＝ 

複合地区で作成したＰＲ動画９本を複合地区ＨＰに掲載しました。 

地区ＨＰおよび、クラブＨＰへの転用可能です。  ご覧いただき、 

会員拡大および、研修会などで、ご活用いただければ幸いです。 
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区ガバナーエレクト  中 山  光 明  

 

ライオンズクラブ国際協会 333-B 地区 第 4 回キャビネット会議の開催にあたり、ガバナーエレ

クトとして一言ご挨拶を申し上げます。 

 

 本日はご多忙の中、ご出席を賜り誠にありがとうございます。また、日頃より地区運営並びに各ク

ラブの活動に対しまして、格別のご理解とご協力を賜っておりますことに、心より感謝申し上げます。 

 

 さて、本年度はガバナースローガン「未来つなごう We Serve！」のもと、各クラブが地域社会に

寄り添いながら、奉仕の輪を広げてこられました。未来へとつながる奉仕の精神を大切にし、次世

代へとその想いを引き継いでいく活動が着実に実を結んでいるものと感じております。 

 

 本日の第 4 回キャビネット会議は、年度の締めくくりに向けた重要な節目であり、これまでの活動

を振り返るとともに、次年度への確かな橋渡しを行う大切な機会であります。特に、会員増強と維

持、LCIF への理解と支援の推進、そして地域に求められる奉仕活動のさらなる充実について、引

き続き皆様のお力添えをお願い申し上げます。 

 

 また、次期キャビネット体制への円滑な引き継ぎが図られますよう、皆様のご協力を賜りますよう

重ねてお願い申し上げます。 

 

 結びに、本日の会議が実り多きものとなり、地区並びに各クラブのさらなる発展と、「未来つなごう 

We Serve！」の理念が一層広がっていきますことをご祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。 
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

第二副地区ガバナー  大 橋  孝 生  

 

今期一年間皆様には多大なるご尽力を賜りまして深く感謝申し上げます。そして本日は、 

第 4回キャビネット会議にご出席いただき、誠にありがとうございます。 

 

今年度の活動も残りわずか終盤戦に差し掛かりました。皆様の今年一年間、奉仕の精神を持ち

ながらの活発的で実りある日々の活動には、私自身も感動し、学びの一年間でした。 

次年度には、その学びを生かして実りある活動や運営に全力で取り組む所存でございます。 

 

しかしながらまだまだ課題が残されているのも現状です。1 つ 1 つ、また少しずつでもいいので

会員全員の活力でクリアしていきましょう。 

 

前原ガバナー・スローガン『未来へつなごう We Serve！』奉仕の精神と次世代への引継ぎを大

切に考えたスローガンのもと、ライオンズ未来子供支援シンポジウムもクラブ間の連携と交流は大

変素晴らしかったと思います。また、第 72 回年次大会、並びに後夜祭においては未来へきっとつ

ながるスタートがきれたと感じております。 

 

そして、本年度の活動方針として、次の 5 項目を掲げられております。 1. 家族会員の導入に

よる会員増強の推進 2. ライオンズクラブ間の連携と交流の活性化 3. 新規クラブ・支部クラブ・

スペシャルティクラブの結成 4. 薬物乱用防止教室の拡充と地区全域への展開 5. ライオンズ国

際財団（LCIF）およびシェアリング交付金の有効活用と広報促進 

 

結びに、ガバナーの方針を各クラブのご協力・ご尽力を得てしっかりと成果を上げる事が出来る

ように、そして来期は第一副地区ガバナーとしてしっかりと支えていきたいと思います。明るい

333-Ｂ地区のために・・・ 
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１．クラブ数及び会員数

2025年7月1日期首 2026年4月30日現在

47 47 結成　　　　1

15 16 解散　　　　1

1,121 1,229

308 365

89 103

家族会員 204 223

（内特別家族会員） (0) (0)

学生会員 0 49 ※転入/転出を含む

レオクラブ数 4 (1クラブ休会中） 3 2026年4月30日現在 レオ会員数　64

２．クラブEXTについて（2025.7.1～2026.4.30)

種別 新規結成数 結成日 ﾁｬｰﾀｰ/結成時会員数

2026年 4月24日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：49

年　月　日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：0

年　月　日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：0

2025年 7月25日 結成時会員数：7

2025年10月 7日 結成時会員数：8

年　月　日 結成時会員数：0

レオ 0 年　月　日 結成時会員数：0

３．奉仕活動について（2025.7.1～2026.4.30）

人数 ・ 件数 金額または時間等 金額のドル換算 1人当たり換算

409 件 31,757,147 円 198,357.96 ㌦ 25,861 円

労力アクティビティ 584 件 11416.0 時間 --- 9.3 時間

9,039 名 3,718,400 CC --- 3,025 CC

11 名 --- --- ---

66 名 --- --- ---

81 件 12,340,209 円 77,078.04 ㌦ ---

210 件  3,033,947 円 18,950.30 ㌦ ---

10 クラブ   760,983 円 4,861.07 ㌦ ---

４．YCE生について（2025.7.1～2026.4.30）

事業主体 派遣生 来日生 受入家庭

複合地区 0 名 2 名 4 家庭

複合地区 0 名 1 名 1 家庭

地区単独 0 名 0 名 0 家庭

【333-B地区現況報告】

時　期

2025年　夏期（実績）

2026年　夏期（予定）

栃木異業種交流会

項　目

金銭アクティビティ

献血アクティビティ

ク
ラ
ブ

支
部

1

2

クラブ名

作新学院大学キャンパス

総会員数

　女性会員

　支部会員

献眼者（一般含む）

献眼登録者（一般含む）

MJF($1,000)

分割MJF(キャンペーン100含む)

その他のLCIF寄付

クラブ増減

総会員増減

増減±0

入会　　　 152

増減＋108
退会　　　  44

宇都宮 Plus One

特
典
会
員

クラブ数

　クラブ支部数

2026年4月30日現在
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５．キャビネット会議について

日　程 参加人数

2025年 7月26日 63 名

2025年11月15日 57 名

2026年 2月28日 59 名

2026年 6月 6日 0 名

６．第72回年次大会について

2026年 4月18日 会　場

2026年 4月18日 会　場

７．PR・広報（地区ニュース）について（2025.7.1～2026.4.30)

発行部数 サイズ/頁数

0 部/回

８．その他の活動報告等

日程

2025年09月27日

2025年10月04日

2025年10月11日

2025年11月08日

2025年11月22日

2025年12月20日

2025年12月22日

2026年01月24日

発行回数

　　2 回/年

配布対象や主な内容

活動報告

Webを使ったPR・広報 HP・Facebook・Instagram・X・メール配信・その他

大会テーマ

大会（代議員総会・式典）

後夜祭

「未来へつなごう　Ｗe　Serve ！」

ライトキューブ宇都宮

ホテルマイステイズ

会　場

護国会館

護国会館

護国会館

護国会館

項　目

第１回キャビネット会議

第２回キャビネット会議

第３回キャビネット会議

第４回キャビネット会議

第1回クラブ会長会議

足尾の植樹

公認ガイディングライオン研修会

ライオンズ未来子供支援シンポジウム 宇都宮市オリオンスクエア

護国会館

コンセーレ

護国会館

護国会館

薬物乱用防止教育認定講師養成講座

リーダーシップ研修会

第2回クラブ会長会議

新人スクール

項目 会場

護国会館

足尾

コンセーレ
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Ｒ／Ｚ　 クラブ名 周　年 日　程 場　所

1 1R1Z 足利LC 65周年 2026年4月12日（日） ニューミヤコホテル

2 1R1Z 足利中央LC 50周年 2026年5月31日（日） ニューミヤコホテル

3 1R2Z 佐野西LC 50周年 2025年11月29日（土） 仙水閣

4 2R1Z 小山LC 60周年 2026年4月1日（水） 和風ダイニング彩華

5 3R1Z
宇都宮おおるり
　　　高根沢LC
鹿沼高根沢LC

20周年

3周年
2026年6月13日（土） ベルヴィ宇都宮

6 3R2Z 宇都宮東LC 60周年 2025年11月8日（土） ホテル　ニューイタヤ

7 4R1Z 宇都宮中央LC 60周年 2026年4月4日（土） ホテル東日本宇都宮

Ｒ Ｚ ＺＣ氏名 開催月日 場　所 報告書受取日

１Ｚ 長井　宏 3月6日 足利市 3月17日

２Ｚ 北岡　宏 3月2日 佐野市 3月3日

１Ｚ 福地　博行 3月1日 群馬県渋川市 6月1日

２Ｚ 酒井　一則 3月1日 群馬県渋川市 3月7日

１Ｚ 山﨑　昌子 3月21日 宇都宮市 4月2日

２Ｚ 池上　正美 3月28日 真岡市 3月31日

１Ｚ 中田　佐代子 3月15日 日光市 3月23日

２Ｚ 鈴木　康弘 3月2日 那須塩原市 3月13日
４Ｒ

周 年 行 事 日 程 表

　　第3回ガバナー諮問委員会開催報告

１Ｒ

２Ｒ

３Ｒ
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月　　日 曜　日 行　事　日　程 場　所

2月14日 土 第３回運営会議 護国会館

2月21日 土 年次大会準備委員会（第２回） 護国会館

2月28日 土 第３回キャビネット会議 護国会館

2月28日 土 第３回分科会 護国会館

3月3日 火 ３３３複合地区第３回ガバナー協議会 東京文化会館

3月13日 金 全国アラートフォーラムin大阪 リーガロイヤルホテル大阪

3月24日 火 ３３３複合地区合同会議 上野精養軒

4月4日 土 宇都宮中央ライオンズクラブ　６０周年記念行事 ホテル東日本宇都宮

4月11日 土 年次大会準備委員会（第３回） ライトキューブ宇都宮

4月12日 日 足利ライオンズクラブ　６５周年記念行事 ニューミヤコホテル足利本館

4月13日 月 ３３３複合地区年次大会記念ゴルフ大会 日光カンツリー倶楽部

4月18日 土 ３３３-Ｂ地区第７２回年次大会 ライトキューブ宇都宮

4月18日 土 ３３３-Ｂ地区第７２回年次大会後夜祭 ホテルマイステイズ宇都宮

4月22日 水 ３３３複合地区次期ガバナー協議会予備会議 ３３３複合事務局

5月16日 土 ３３３複合地区第７２回年次大会前夜祭 ホテル東日本宇都宮

5月17日 日 ３３３複合地区第７２回年次大会 ライトキューブ宇都宮

5月17日 日 ３３３複合地区第２７回レオ年次大会 ライトキューブ宇都宮

5月23日 土 第４回運営会議 護国会館

5月30日 土 ３３３-Ｂ地区年次大会記念ゴルフ大会 太平洋クラブ益子ＰＧＡコース

5月31日 日 足利中央ライオンズクラブ　５０周年記念行事 ニューミヤコホテル

6月6日 土 ＹＣＥ夏期報告会・オリエンテーション キャビネット事務局

6月6日 土 第４回キャビネット会議 護国会館

6月6日 土 第４回分科会 護国会館

6月13日 土
宇都宮おおるり高根沢ライオンズクラブ　２０周年
鹿沼高根沢ライオンズクラブ　３周年　記念行事

ベルヴィ宇都宮

6月18日 木 作新学院大学キャンパスライオンズクラブチャーターナイト 作新学院大学　清原ホール

7月3日
～7日

金～
　　火 第１０７回国際大会 香港

月　　日 曜　日 行　事　日　程 場　所

6月21日 日 次期キャビネット構成員及びクラブ三役研修会 護国会館

2025-2026年度　333-Ｂ地区行事経過報告　（予定含む）
（2026年2月～）

2026-2027年度　333-Ｂ地区キャビネット行事予定
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委員長報告 
地区ＧEＴコーディネーター  

ＥＸＴ・会員増強委員長            前 田  光 之 

（石橋 LC） 

 
早いもので残すところ約一ケ月となりました。各クラブ会長の皆様には、クラブ会長会議におきまし

て多大なるご協力を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。また GAT グループの皆様には、各

事業に対し格別のご支援を頂きましたこと、厚く御礼申し上げます。 

 

前原正義地区ガバナーのスローガン『未来へつなごうWe Serve！』のもと、この一年、GET コーデ

ィネーターとしてどのような形で貢献できるのか、ちょうど一年前に思いを巡らせていたことを思い

出します。三年前にゾーン・チェアパーソンを拝命した時とはまた違った責任の重さを感じながら

のスタートでした。GET コーディネーターという役職を十分理解しないまま引き受けた部分もありま

したが、会員増強・エクステンションという、簡潔でありながら極めて重要な使命であることの難しさ

を痛感した一年でもありました。 

 

今般結成されました『作新学院大学キャンパスライオンズクラブ』は本当にたくさんの皆様のお力

添えにより誕生したクラブです。特に地区委員であられた故 L菅原一浩（宇都宮河内 LC）のご尽

力なくして、この結成は成し得ませんでした。共にチャーターナイトを迎え、成功を分かち合いたか

ったという思いは尽きません。誠に残念でなりません。ここに謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福

をお祈り申し上げます。 

 

またスポンサークラブの宇都宮河内ライオンズクラブ様、石橋ライオンズクラブ様には、We Serve

の精神のもと、今後とも若いライオンたちの成長を温かく見守り、後押しして頂きますようお願い申

し上げます。 

 

さらに、運営面において 333-B 地区のライオンの皆様より温かいご厚志を賜り、地区全体で支え

ていただくという新しい形を実現することで、この取り組みが、今後第二、第三のキャンパスライオ

ンズクラブ結成への足掛かりとなることを切に願っております。私自身もガイディングライオンとして

引き続きしっかりと支えてまいる所存です。困難な事もあるかと存じますが、皆で力を合わせ乗り超 

えてまいりましょう。 

 

改めまして、これまでご支援、ご協力を賜りましたすべての皆様に、心より感謝申し上げます。本

当にありがとうございました。 

 

結びに、GET コーディネーターとして至らぬ点も多々あったかと思いますが、この一年間、皆様方

には大変お世話になりました。心より御礼申し上げます。 

次期 GETコーディネーターに対しても変わらぬご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、挨

拶とさせていただきます。 
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年間報告は下記のとおりです。 

 

●エクステンション報告 

・『宇都宮 Plus one支部クラブ』結成     スポンサークラブ 宇都宮中央 LC 

    2025年 7月 25日承認。会員数 7名。 

 

・『栃木異業種交流会支部クラブ』結成     スポンサークラブ 栃木うづま LC 

2025年 10月 7日承認。会員数 8名。 

 

・『作新学院大学キャンパスライオンズクラブ』結成  スポンサークラブ 宇都宮河内 LC 

石橋 LC 

2026年 4月 24日承認。会員数 49名。 

 

●活動報告 

・第一回クラブ会長会議         2025年 9月 27日(土)   護国会館 

 

・第二回クラブ会長会議         2025年 12月 20日(土)   護国会館 

 

●チャーターナイト 

・『作新学院大学キャンパスライオンズクラブ』チャーターナイト 

  2026年 6月 18日実施予定。   会場  作新学院大学 清原ホール 
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委員長報告 
地区ＧＬＴコーディネーター 

長期計画・指導力育成委員長       渡 邉  勇 人 

（黒磯 LC） 

 
2025-2026年度GLTコーディネーター・長期計画・指導力育成委員長を仰せつかりました黒磯

LC所属 L渡邉勇人です。 

ガバナー・スローガン「未来へつなごう We Serve!」 アクティビティ・スローガン「One for all, All 

for one」一人は皆のために、皆は一人のために～を掲げて新年度がスタートし、あっという間の一

年間だったような気がします。 

私がいただいた役職の「GLT」とは「グローバル指導力育成チーム」会員の指導力育成を支援、

強化する役割であります。 

 

① 指導力育成プログラムの実施 

② リーダーシップのスキルアップ研修の提供 

③ 会員の指導力育成のためのリソースの提供 

④ クラブや地区の指導力育成の進捗状況の確認 

 

となっています。 

GLT は GAT（グローバル・アクション・チーム）を構成するチームの一つですから、他のコーディネ

ーター、委員長と共に、各クラブのためになることを実行してまいりました。 

 

2025-2026GLTの一年間の活動は以下の通りとなりました。 

① 10月 11日（土）に公認ガイディング・ライオン研修会を GET前田コーディネーターと共に実施

させていただきました。 

② 11 月 22 日（土）に ZC（ゾーン・チェアパーソン）、クラブ三役（会長・幹事・会計）に向けたリー

ダーシップ研修を実施しました。 

③ 12月 22日（月）に新人（入会 3年未満）研修を実施しました。 

 

※リーダーシップ研修・新人研修共に LCIFの研修も含ませていただきました。 

 

最後になりますが、333-B 地区のライオンズクラブの皆さんのためになるような企画を立ててきまし

た。この研修を各クラブに持ち帰っていただき、各クラブ内で実行されて初めて役に立つものかと

思います。今後はそのような意識づけも皆様にお伝えしながら実行することが大切かと思います。

次年度 GLT コーディネーターと引継ぎをしっかりとしていきたいと思います。皆様のご協力によっ

て一年間活動することが出来ましたことを、とても感謝しております。ありがとうございました。 
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委員長報告 
地区 GMT コーディネーター 

会員増強・会員維持委員長            谷 中 田  悟  

    （栃木うづま LC）  

 
今年度のガバナースローガンは、「未来へつなごう We Serve！」です。今まで一人でも多くの

会員拡大を目標に私自身も皆様と共に行動してきました。しかし、我が国の少子高齢化・人口減

少・インフレによる物価高や賃金上昇などの社会的影響による不透明な将来により、思うような成

果が表れていません。このままの状態では未来へ繋ぐことにも危機感を感じざるを得ません。会員

の皆様には日々会員拡大に努めて頂いていますが、現在の会員状況は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、年度初めに立てた各クラブのアクションプランに基づき会員増強をお願い致しまし

た。現状は 4 月に「作新学院大学キャンパスライオンズクラブ」の新クラブの設立がありましたが、

年間純増目標会員数 168名には及びません。残る期間もわずかになりましたが、会員増強と年度

末の退会防止に会員の皆様のご協力をお願いします。 

ライオンズクラブの目的の一つは、「同じ志を持った会員を一人でも多く増やし、奉仕の輪を広

げること」ではないでしょうか。身近な人から常に声をかける意識を持って頂き、会員拡大しようとい

う行動を期待します。私達の役割は諸先輩方が築いてきたライオンズの奉仕活動を、将来に渡っ

て繋げていくことでもあります。まさに今年度のガバナー方針です。 

私達 333-B 地区の奉仕の輪が広がり、明るい未来になるようにガバナー方針である「未来へつ

なごう We Serve！」のもと、会員全員で残りわずかな期間となりましたが、年度初めに立てた目標

を忘れず行動して参りましょう。どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

　2026年4月末現在会　員　数　　
期首

男 女 男 女 1121名 

7月 24 23 0 0 1168名 

8月 4 1 0 1 1172名 

9月 9 7 4 0 1184名 

10月 8 4 1 0 1195名 

11月 0 0 8 6 1181名 

12月 0 0 6 1 1174名 

1月 7 7 0 2 1186名 

2月 2 2 2 0 1188名 

3月 1185名 

4月 23 27 4 2 1229名 

計 80 72 15

入　　会 退　　会

3 1 4 3

29
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委員長報告 
           地区ＧＳＴコーディネーター 

           奉仕委員長                   塩 澤  達 俊 

（宇都宮北 LC） 

 
2025～2026 年度、333-B 地区 GST コーディネーターおよび奉仕委員長を拝命し、地区内クラブ

の奉仕活動の活性化と連携促進に努めてまいりました。前原ガバナーが掲げられた「One for all, 

All for one」の精神のもと、各クラブの地域に根差した奉仕活動を支援し、地区全体として社会貢

献活動を推進してまいりました。 

 

本年度は、定番アクティビティの継続・強化に加え、WYPT との連携による新たな奉仕活動にも取

り組みました。特に「ライオンズ未来子供支援シンポジウム」では、地区全体へ協力を呼びかけ、

子ども支援をテーマとした大きな社会発信につなげることができました。 

 

また、若い世代の参加を意識し、フードドライブやヘアドネーション活動も推進いたしました。ヘア

ドネーションは 7 クラブ・33 件の実績となり、小児がん支援として地域に定着した活動となっていま

す。さらに、エコキャップ回収では 15 クラブが参加し、約 4 トンを回収いたしました。 

 

献眼活動につきましては、栃木県アイバンク事業において、登録者の約 6 割、実際の献眼の約 4

分の 3 を 333-B地区ライオンズクラブ関係者が占めるなど、県内事業の中核的役割を果たしてお

ります。 

 

また、国際マザーアースデー連動事業として、足利・下野・小山東・石橋・氏家・日光・今市の各ク

ラブにおいて駅周辺等のクリーン奉仕活動が実施され、333複合地区と連動したライオンズアピー

ルと地域奉仕活動が展開されました。 

 

レモネードスタンド活動につきましては、「ライオンズ未来子供支援シンポジウム」「333-B 地区年

次大会」「333 複合地区年次大会」にて活動するなど定着化した活動となり、ライオンズクラブ発信

の子ども支援活動への理解促進につなげることができました。 

 

中古眼鏡リサイクル事業では、4月末時点で 87本を発送し、さらに次年度発送予定分として 10本

を保管し次期ガバナー体制におけるメインアクトとして準備ができました。 

 

献血活動につきましても献血者数（累計）9,412名、採血量（累計）3,718,400cc という実績で各クラ

ブの協力のもと地域医療支援の一助となりました。 

 

一方、Lion Portal の活用による奉仕活動の「見える化」にも取り組みましたが、登録推進につきま

しては次期への課題として申し送りをお願いしたいと考えております。 

 

GST として十分な活動であったとは言い難い面もございますが、一年間、多くの皆様のお力添え

をいただきながら活動できましたことに、心より感謝申し上げます。 
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委員長報告 
          地区 LCIF コーディネーター 

             LCIF委員長            横 田  敏 弘  

（石橋 LC） 

 
平素より、LCIFへの格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

皆さま方のご協力のおかげをもちまして、令和 8年 4月末現在、地区目標に対し 80％を超える

寄付をいただいております。心より感謝申し上げます。 

しかしながら、地区目標である 13万 5千ドルの達成には、なお至っていない状況であり、引き

続き、さらなるご支援とご協力をお願い申し上げます。 

また、各クラブの過去 3年間の LCIF寄付状況を別紙にまとめましたので、今後の寄付の目安

としてご活用いただければ幸いです。 

一年間、寄付のお願いばかりとなり、大変恐縮ではございましたが、地区 LCIF活動へのご理

解とご協力に、改めて厚く御礼申し上げます。 

 

【寄付状況（令和 8年 4 月 30日現在）】 

・MJF（1,000 ドル寄付）口数：81口 

・100 ドル寄付参加率：約 22.0％ 

・地区目標額：135,000 ドル 

・寄付実績額：111,302 ドル 

・達成率：82.4％ 

・目標達成までの残額：23,698 ドル 

 

【現状分析と今後】 

各クラブにおける寄付状況は別表のとおりであり、MJFにつきましては、クラブ間で大きな差が

見受けられます。 

LCIFへの継続的な支援を行っていくためには、一部の会員による寄付だけではなく、会員皆さ

まのご参加が何より重要であると考えております。 

やはり、会員全員が 100 ドル以上の寄付にご参加いただくことが、継続的かつ安定した LCIF

支援につながるものと思われます。 

改めまして、「We Serve」の精神のもと、災害援助および人道支援のため、会員お一人につき

100 ドル以上の寄付へのご理解とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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委員長報告 
地区WYPT コーディネーター 

女性・若手会員拡大委員長            中 村  明 美  

    （石橋 LC）  

 
日頃より、WYPTの活動に温かいご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

本年度は、FWT から WYPT へと名称が変更され、女性・若者・家族を含めた多様な世代が参画

する新たな一歩を踏み出す一年となりました。 

多くの皆さまのお力添えにより、地区内において新たなつながりや支援の輪が広がりましたことに、

深く感謝申し上げます。 

 

１．全国・複合地区事業への参加 

昨年 10月 6日・7日に開催された新潟でのWYPT・GST合同研修会、また 11月 19日の全日本・

複合地区での交流を通じ、全国の取り組みや活動の方向性について学ばせていただきました。 

また、333-E 地区において初開催となる「第 1 回女性セミナー〜ライオンズで輝く〜」へ参加させ

ていただきました。女性会員の交流や新規女性会員拡大を目的として開催され、声のレッスンや

女性メンバーの活躍をテーマとした講演・パネルディスカッションなどが行われました。 

全国・複合地区・各地区の皆さまより温かいご指導とご交流を賜りましたことに、心より感謝申し上

げます。今後の活動へ活かしてまいりたいと思います。 

 

２．シンポジウムを通じた連携の推進 

「ライオンズ未来子供支援シンポジウム」では実行委員長というお役をいただき、WYPTの立場とし

て本事業に関わる中で、子ども支援における多世代・多分野の連携の重要性を改めて実感いた

しました。また、子ども支援においては、行政・教育・地域・企業など、多くの皆さまとの連携が大切

であることを学ばせていただく貴重な機会となりました。 

本事業の実施にあたり、ご支援・ご協力を賜りました関係者の皆さまに、心より感謝申し上げます。 

 

３．支援活動の広がりについて 

本年度は、各クラブにおいてもさまざまな支援活動が積極的に展開されました。 

レモネードスタンド活動につきましては、地区内で 8 件実施され、386,642 円の支援につながって

おります。（事務局把握分・ライオンズシンポジウム含む） 

また、ヘアドネーションにつきましても、地区内で 33件の実施がございました。 

地域の皆さまの温かいお力添えにより支援活動が実施されましたことに、心より感謝申し上げます。 

 

４．ヘアドネーションの普及と今後の展開 

ヘアドネーションにつきましては、チラシ・ポスターの作成を行い、普及啓発および持続可能な活

動を目指し、チラシ・ポスターを作成し、事業推進に向けた取り組みを行わせていただきました。 

また、女性や若い世代にも関わっていただきやすい活動の一つとして、各クラブ活動の一助となり

ましたら幸いです。 
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今後は、時間の許す限り、関係機関との連携も模索しながら、活動のさらなる周知につながってい

くことを願っております。 

 

５．キャンパスライオンズクラブ設立に向けた取り組み 

キャンパスライオンズクラブの設立に向けましては、前田GETコーディネーター、故地区委員 L菅

原とご一緒させていただきながら、準備を進めてまいりました。 

大学の皆さまと一緒に、6月 18日の認証伝達式に向けた準備を進めております。 

また、多くの学生の皆さんにご賛同いただき、チャーターメンバー49 名での出発となりましたことに、

心より感謝申し上げます。 

未来を担う子どもたち・若い世代の皆さんと関わる機会をいただきましたことに、心より感謝申し上

げます。 

 

６．女性会員拡大への取り組み 

「女性会員の入会があったクラブ」へのアワードにつきましては、年度末まで継続して実施しており

ます。 

本年度の女性会員入会者数（2025年 7月～2026年 4月） 

 

 

 

 

 

 

・女性会員（正会員・支部会員）19名 

・女性家族会員 26名 

・学生会員 27名（作新学院大学キャンパス LC） 合計 72名となりました。 

各クラブにおかれましては、会員増強活動へご尽力いただいておりますことに、心より感謝申し上

げます。 

女性会員・家族会員・学生会員の受け入れにご理解とご協力を賜りました各クラブの皆さまに、心

より感謝申し上げます。 

今後も、多様な世代や立場の皆さまが参加しやすい環境づくりにつながることを願っております。 

 

■結びに 

本年度、WYPT活動を通じ、多くの出会いと学びをいただきました。 

また、経験の浅い中での活動ではございましたが、多くの皆さまに支えていただきながら、一つひ

とつ学ばせていただいた一年でもありました。 

ライオンズクラブの活動を通じ、人とのつながりや支え合いの大切さを改めて実感しております。

引き続き、前原正義ガバナーの掲げる「未来へつなごう We Serve！」のもと、多様な人材が活躍

できる環境づくりと、新たな仲間づくりにつながることを願っております。 

一年間、温かいご支援とご協力を賜りましたことに、心より感謝申し上げます。 

22



 

委員長報告 

 

地区マーケティング・ＰＲ・ＩＴ・会則委員長  榆 井  将 太 
（壬生 LC） 

 

1. PRについて 
 

本年度は「ライオンズクラブの価値を“見える化”し、広げていく」ことを基本方針として活動してま

いりました。 

上半期においては、新たな施策の展開には至らなかったものの、地区および各クラブの情報発信

状況を整理し、現状把握に努めました。 

各クラブの活動形態や体制は多様であり、一律の PR 手法ではなく、それぞれの実情に応じた発

信の在り方を検討する必要性を強く認識しました。 

また、情報発信は目的ではなく、奉仕活動の価値を正しく社会に伝えるための手段であるという原

点について、改めて認識を共有することができました。 

 

2. ITについて 
 

デジタル活用については、単発の取組ではなく、継続的な基盤づくりが重要であるとの認識のもと、

現状の整理と方向性の確認を行いました。 

各クラブにおける情報管理や発信体制にはばらつきがあり、今後の支援にあたっては、実情に即

した形での整備が必要であると考えております。 

本年度は、急激な導入や変革を進めるのではなく、無理のない形でのデジタル活用の在り方を模

索する期間となりました。 

 

総括 
 

本年度は、新たな施策の実行よりも、地区の現状を正しく把握し、今後の方向性を見極める期間

であったと認識しております。 

PR・IT・会則の各分野において、「何を行うか」だけでなく、「何のために行うのか」という本質に立

ち返り、基盤づくりの重要性を再確認いたしました。 

下半期においては、無理に形を作るのではなく、地区の実情に即した形で、できるところから着実

に積み重ねていくことを重視してまいりました。 

小さくとも確実な前進を重ねることで、地区全体の発信力向上と価値の見える化につなげてまいり

ました。 

一年間ご指導ご協力を賜りましたことに感謝申し上げ、年間報告とさせていただきます。 
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委員長報告 
 

地区国際大会参加・環境保全・アラート委員長  倉 井  茂 雄 

（石橋 LC） 

 

皆様方には日頃よりご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

現在までの状況とこれからの活動内容についてご報告致します。 

 

【国際大会参加】 

① 第 62 回オセアルフォーラム札幌大会には多くの方々の参加をいただき誠にありがとうござい

ました。（2025年 10月 23日～10月 26日実施） 

大会登録者 82名、333複合地区晩餐会参加者 59名 

 

② 第 108回国際大会 

開催地 香港 ・ 2026 年 7月 3日(金)～7月 7日(火) 

多くの方々の参加をお願い致します。 

【環境保全】 

① 足尾の植樹には多くの方々の参加をいただき誠にありがとうございました。 

（2025年 10月 4日実施） 

参加者 140名、400本の苗木を植樹することが出来ました 

 

② エコキャップ運動 

4月末迄の集計は下記の通りです。 

１R 159㎏    ２R 528kg    ３R 1728.7kg    ４R 1810kg 

合計 4225.7ｋｇ、引き続きよろしくお願い致します。 

【アラート】 

① 333-B地区におけるアラート規約の作成 

② 災害時における緊急連絡網の構築 

＊皆様のご協力宜しくお願い申し上げます。  
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委員長報告 

 

地区ＹＣＥ委員長   佐 藤  公 彦 

（宇都宮ひかり LC） 

 
① 2024-2025 YCE サマーキャンプについて （2025 年 8 月実施） 

来日生 10 名・8 か国（男子 4 名・女子 6 名）でアートホテル成田を拠点にサマーキャンプを

行った 

8 月 3 日（日） ウエルカムパーティー 

8 月 4 日（月） 東京ディズニーランド 

8 月 5 日（火） 浅草散策、他東京観光 ・ フェアウェルパーティー 

8 月 6 日（水） 帰国 

 

② 2025-2026YCE 活動について 

昨年同様に冬期 YCE に関しては複合地区としては実施せず、夏期 YCE 活動のみ実施。 

 

■ 2025-2026 夏期 YCE 活動予定について （2026 年 7 月～ 実施） 

夏期 YCE 活動については下記日程にて決定 

      7 月 19 日(日) 来日～ホストファミリー受入 

      8 月 2 日(日) サマーキャンプ（東京観光他） 

      8 月 6 日(木) 帰国 

 

■ 夏期 YCE 受入れについて 

333 複合地区として 8 名の来日生の受入れを予定。 

B 地区：スイス 16 歳 女性 / インドネシア 女性 キャンセル 

※B 地区 夏期派遣はなし。 

 

■ 2025-2026 YCE サマーキャンプについて 

今年度のサマーキャンプは下記内容にて決定 

・担当地区：E 地区 

・開催場所：千葉県浦安市 

・参加人数：8 名（来日生） 

・開催時期：8 月 2 日～8 月 6 日 5 日間 

・開催内容：※一部再検討 

      8 月 2 日（日） ウエルカムパーティー 

      8 月 3 日（月） 東京ディズニーランド 

      8 月 4 日（火） 東京ディズニーシー 

      8 月 5 日（水） 東京観光 ※内容については再検討・フェアウェルパーティー 

      8 月 6 日（木） 帰国 
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③ YCE ホストファミリー募集チラシの活用について 

前期複合地区で配信のあった募集チラシを活用していく。B 地区ホームページに掲載済み。 

 

④ WhatsApp の登録について 

現在委員会内での日常連絡のやり取りは、LINE にて行っているが、このやり取りを海外から

来る派遣生とのやり取りも確実なものにするため、WhatsApp を活用した連絡手段に変更を行

っていく。 

 

⑤ 複合地区 YCE 委員会 

第 1 回 2025 年 9 月 9 日（火）   参加 

第 2 回 2025 年 11 月 20 日（火）   参加 

第 3 回 2026 年 2 月 12 日（木）   参加 

第 4 回 2026 年 6 月 2 日（火）   参加 
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委員長報告 

 

地区レオ・青少年育成委員長  氏 家  啓 治 

（石橋 LC） 

 
2025-2026 年度レオ・青少年育成委員長を担当させていただいております、石橋ライオンズクラ

ブ所属 L氏家 啓治です。 

レオクラブにおきましては、本年は 333 複合地区の議長地区となっており、レオ 333 複合地区

協議会とレオ 333 複合地区年次大会は B 地区で開催されました。開催にあたっては皆様にご協

力いただき誠にありがとうございました。 

 

今期の活動は下記のとおりです。 

1， レオ 333複合地区引継ぎ式の開催 

① 日光輪王寺の清掃活動を 333-A 地区と合同で７月 13 日早朝 5 時より 8 時まで行いま

した。 

② 333-A地区と合同で、日光東照宮の特別参拝を行いました。 

③ 富士屋観光センターにおいて複合地区引継ぎ式を行いました。 

 

2， 第 6回 OSEALレオフォーラム大阪 2025が 11月７日（金）～9日（日）に関西エアポートワシ

ントンホテルにおいて開催され、日本各地から約 100 名、アジア各地から約 100 名が参加し

て執り行われました。333-B地区からはレオ 3名、ライオン 1名、保護者 1名が参加しました。 

 

3， レオ 333複合地区協議会を 12月 14日（日）に 333-B地区が担当し、栃木県総合文化セン

ターにおいて開催されました。 

 

4， 国際平和ポスターの審査会を 12 月 14 日（日）に栃木県総合文化センターにおいて行いま

した。333複合地区では初めての試みとして、外部専門家に審査をしていただきました。 

複合地区応募総数 2003作品、333-B地区応募総数 30作品。 

 

5， ライオンズ未来子供支援シンポジウムにおいて、レオ活動報告及び募集ポスターを展示しま

した。 

 

6， ベストレオ賞に 333複合地区から B地区宇都宮中央レオクラブの塙 千社さんが推薦されま

した。 

 

7， レオ 333 複合地区年次大会をライオンズクラブ 333 複合地区年次大会のスケジュールに合

わせてライトキューブで開催されました。 
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委員長報告 
                       

地区ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長  土 屋  貴 子 

（宇都宮おおるり高根沢 LC） 

 

近年、青少年を取り巻く環境は大きく変化し、インターネットやＳＮＳを通じて薬物に関する危険

な情報が増えております。そのような中で、子ども達が正しい知識を持ち、自ら判断し、誘惑に負

けない心を育てることが増々重要になっております。 

今期、前原正義地区ガバナーが、薬物乱用防止教室の拡充、地区全域での活動を広めるとい

う方針をかかげられて、各クラブの皆様のご尽力により、多くの学校や地域において薬物乱用防

止教室を活発に開催して頂きましたこと、改めて感謝申し上げます。 

子ども達の未来を守る為、今後も地域と学校、そして私たちライオンズクラブが連携しながら青

少年育成活動を継続していける事を願いまして、ご挨拶とさせていただきます。ありがとうございま

した。 

 

2025-2026年度 薬物乱用防止教室開催実績（2025.7.1～2026.4.30） 

実施校   39校    5,148名 

開催日 開催場所 参加者数 開催クラブ 

2025/7/8 那須町立那須中学校 171 那須野ヶ原 LC 

2025/7/8 宇都宮市立清原小学校 25 宇都宮中央 LC 

2025/7/9 栃木県立のざわ特別支援学校 9 宇都宮中央 LC 

2025/7/9 宇都宮市立豊郷中央小学校 137 宇都宮中央 LC 

2025/7/15 那須町立黒田原小学校 43 那須野ヶ原 LC 

2025/7/15 栃木県立小山南高校 200 小山 FCLC 

2025/7/16 栃木市立栃木西中学校 420 栃木うづま LC 

2025/7/16 栃木県立石橋高校 240 栃木うづま LC 

2025/8/29 大田原市立大田原小学校 113 大田原 LC 

2025/9/2 宇都宮市立西が丘小学校 86 宇都宮おおるり高根沢 LC 

2025/9/3 那須塩原市立槻沢小学校 51 黒磯 LC・西那須野 LC 

2025/9/18 宇都宮市立豊郷北小学校 45 宇都宮中央 LC 

2025/9/19 宇都宮市立御幸ヶ原小学校 58 宇都宮中央 LC 

2025/9/22 那須塩原市立大原間小学校 105 黒磯 LC 

2025/9/30 大田原市立奥沢小学校 11 大田原 LC 

2025/10/1 栃木市立栃木東中学校 300 栃木うづま LC 

2025/10/23 那須塩原市立厚崎中学校 370 黒磯 LC 

2025/11/5 真岡市立中村中学校 397 真岡 LC 

2025/11/11 市貝町立市貝中学校 260 宇都宮おおるり高根沢 LC 

2025/11/18 足利市立富田小学校 25 足利 LC・葛生 LC 

2025/11/26 栃木市立大平中学校 110 栃木うづま LC・大平 LC 

2025/11/26 黒磯市立黒磯小学校 80 黒磯 LC 
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2025/11/28 佐野市立田沼東中学校 338 葛生 LC 

2025/12/1 那須町立田代友愛小学校 50 那須野ヶ原 LC 

2025/12/2 大田原市立黒羽小学校 22 大田原 LC 

2025/12/3 大田原市立若草中学校 320 大田原 LC 

2025/12/10 那須塩原市立東原小学校 37 黒磯 LC 

2025/12/12 真岡市立山前中学校 137 真岡 LC 

2025/12/14 栃木県立学悠館高校 90 栃木うづま LC 

2025/12/15 栃木県立富屋特別支援学校 65 宇都宮中央 LC 

2025/12/16 境町立境第二中学校 200 小山 FCLC 

2025/12/18 栃木市立皆川中学校 44 大平 LC 

 2026/1/9 宇都宮市歯科衛生専門学校 50 宇都宮中央ＬＣ 

 2026/1/18 青少年育成チャリティーコンサート 210 栃木うづま LC 

 2026/1/20 那須塩原市立共英小学校 55 黒磯 LC 

 2026/1/27 佐野市立植野小学校 158 足利 LC・田沼 LC・葛生 LC・岩舟 LC 

 2026/1/27 那須塩原市立稲村小学校 65 黒磯 LC 

 2026/1/28 佐野市立石塚小学校 17 足利 LC・葛生 LC 

 2026/2/4 佐野市立葛生義務教育学校 34 足利 LC・葛生 LC 
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第７２回年次大会委員長報告 
              

地区年次大会委員長   小 池  隆 男 

（石橋 LC） 

 
第 72 回年大会を無事盛大のうちに行えたことに、すべての関係者に感謝申し上げるとともに、

改めてキャビネット関係者の皆様、ご苦労様でした。 

 

年次大会は 404名の登録を頂き、後夜祭は 213名の参加を頂きました。 

 

今年の第 72 回年次大会も、昨年同様 1 日に集約してより内容の濃い大会にすることが出来ま

した。栃木県各地からクラブ員の皆様にお越しいただき、厳粛な中にも楽しさ溢れる素晴らしい 1

日を過ごすことが出来たと思います。 

 

今年の昼食休憩の時に、アトラクションといたしまして大野紘平さんによるピアノ、下野市中大領

大杉囃子保存会によるお囃子の演奏を、1 階外部交流広場の栃木県クラフトビアフェスタとコラボ

レーションをすることにより、ライオンズクラブの広報活動にも幅広く貢献する事が出来たと嬉しく思

っています。 

 

アクティビティスローガン「One for all,All for one 一人は皆のために、皆は一人のために」の下、

ライオンズクラブメンバーの力を結集して成功に導き出来たと確信いたしております。 

 

また、今年は年次大会後の記念ゴルフの開催にも関わらず、62 名の参加を頂き重ね重ねあり

がとうございます。 

 

年次大会委員長として周りに支えられての 1年間に感謝申し上げご報告と致します。 
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現況報告 
 

          １Ｒ １Ｚ ゾーン・チェアパーソン      長  井   宏  

（足利 LC） 

 
今期、ゾーン・チェアパーソンを拝命してからはや１年が過ぎようとしています。その間、ゾーン

内の各クラブ執行部役員の皆様、メンバーの皆様には多大なご協力をいただきました。改めて感

謝申し上げます。また、個人的事情にも相まって、お役目を全う出来なかったことについて、ガバ

ナー、キャビネット役員はじめ多くの皆様にご迷惑をおかけすることになりました。お詫びいたしま

す。 

 

⚫ 会員動向（4月末会員数） 

足利ＬＣ 50  足利西 LC 20 （4月 4名退会）  足利中央 LC 23 

 

⚫ ＬＣＩＦ 

足利 LC 939,125円  足利西 LC 325,462円  足利中央 LC 461,169円 

 

⚫ 周年行事 

足利 LC  4月 12日 65周年式典   

足利中央 LC 5月 30日 50周年式典 

 

⚫ アクティビティ 

足利っ子凧揚げフェスティバル 安佐地区少年の主張  

各クラブ献血 4回  1Z 合同献血会  

 

⚫ その他 

進展はしていますが、新クラブ EXTができなかったことが残念です。 
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現況報告 
 

          １Ｒ ２Ｚ ゾーン・チェアパーソン      北  岡   宏  

（佐野中央 LC） 

 

早いもので、第 72回年次大会も無事終了いたしました。 

前原正義地区ガバナーをはじめキャビネット役員及び 1R2Zのライオンズクラブの方々の協力と指

導を頂き誠にありがとうございました。 

本年度はゾーン会議を 3 回開催し、各クラブの活動状況や会員増強について意見交換を行いま

した。また、各クラブを訪問し、地域奉仕活動の様子を拝見し、多くの素晴らしいアクティビティが

実施されていることを確認いたしました。 

会員状況につきましては、1R2Z として 3月末では入会 6名、退会 1名で、全体として 5名の純増

となりました。 

これからの予定として、1R2Z合同例会を 2026年 6月 20日（土）に仙水閣で開催します。 

また、1R2Z 合同 ACT として佐野市観光物産館に佐野市内観光用佐野ちゃり～レンタサイクル～

3台寄贈予定です。 

今後もゾーン内の連携を深め、地域社会に貢献する活動をさらに推進していきたいと思います。 

一年間ご協力いただきました各クラブの皆様に心より感謝申し上げ、ゾーンの報告とさせていただ

きます。 

 

［ 1R2Z 活動報告 ］ 

1. 地区ガバナー諮問委員会開催 

 第 1回 2025年 7月 28日（仙水閣） 

 第 2回 2025年 11月 17日（仙水閣） 

 第 3回 2026年 3月 2日（仙水閣） 

2. 栃木県少年の主張 安足地区大会 

 2025年 9月 2日（足利フラワーパークプラザ） 

3. ガバナー公式訪問合同例会開催 

 2025年 9月 6日（サンルート佐野） 

4. 足尾の植樹 

 2025年 10月 4日 

5. 合同献血会 

 2026年 2月 22日（道の駅 どまんなかたぬま） 

6. 1R2Z 合同例会 

 2026年 6月 20日（仙水閣） 
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7. 会員数 

          2026年 3月末時 

クラブ名 総会員数 会費全額会員 家族会員 支部会員 

佐 野 16 16 0 0 

田 沼 35 26 9 0 

葛 生 28 16 9 3 

佐 野 西 30 25 0 5 

佐野中央 17 17 0 0 

岩 舟 15 14 1 0 

合 計 141 114 19 8 

 

 

8. LCIF実績 

     2026年 3月末時 

クラブ名 MJF数 LCIF総合計（円） 

佐 野 0 0 

田 沼 1 169,095 

葛 生 2 657,496 

佐 野 西 3 470,523 

佐野中央 3 442,609 

岩 舟 0 81,325 

合 計 9 1,821,048 
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現況報告 
 

          ２Ｒ １Ｚ ゾーン・チェアパーソン      福 地  博 行  

（小山西 LC） 

 
先ずは一年間ご協力いただきましたゾーンの皆様、支えていただいた関係者の皆様に、心より

感謝申し上げます。 

さて当年度の入会者数は目標値には達しなかったものの、全額会員の退会は最小限で留める

事が出来た為、約半数のクラブで全額会員数を純増する事が出来ました。これもひとえに普段か

らのお声掛け、クラブ内の雰囲気づくりに力を注いで下さった結果かと存じます。 

又次年度以降にも入会見込み会員がいるとの報告も受けている為、ゾーンのより一層の活性化

につながればと願っております。 

LCIF につきましても多大なご協力をいただき、素晴らしい結果を残す事が出来ました。 

ただし、現時点で寄付額\0-クラブが 2 クラブいる事も現実です。当年度も残りわずかでは御座

いますが、引き続き呼び掛けを行って参りたいと存じます。 

結びになりますが当年度の総評として、各クラブでは大変努力をいただき結果を残せた反面、

ゾーンとしての結果を残す事が出来ない事も多く、課題を残す年となってしまいました。 

この反省点を次年度へと引き継ぎ、ゾーンの活性化に活かして参りたいと存じます。 

 

 

【 会員数 】　※4月末集計

クラブ名 期首会員数 現会員数 全額会員 今期入会者 今期退会者 純増数

小山 15 15 9 0 0 0

下野 41 41 29 0 0 0

小山東 29 32 21 3 0 3

小山西 11 12 12 1 0 1

小山城南 11 11 11 0 0 0

小山FC 27 32 32 5 0 5

小山FB 20 19 9 0 1 -1

Z合計 154 162 123 9 1 8  
 

【 LCIF 】　※4月末集計

クラブ名 MJF数 ・金額 分割MJF その他 当期(4月末)合計 前期(6月末)合計

小山 0 ¥0 ¥46,916 ¥0 ¥46,916 ¥49,000

下野 6 ¥925,807 ¥0 ¥0 ¥925,807 ¥904,440

小山東 2 ¥312,096 ¥0 ¥0 ¥312,096 ¥665,915

小山西 1 ¥153,559 ¥0 ¥0 ¥153,559 ¥18,000

小山城南 0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥24,000

小山FC 4 ¥596,150 ¥0 ¥0 ¥596,150 ¥203,437

小山FB 0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥0 ¥24,000

Z合計 13 ¥1,987,612 ¥46,916 ¥0 ¥2,034,528 ¥1,888,792  
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現況報告 
 

          ２Ｒ ２Ｚ ゾーン・チェアパーソン      酒 井  一 則  

（藤岡 LC） 

 
昨年７月に２Ｒ２Ｚ ゾーン・チェアパーソンを拝命して、１年間の任期も残すところ１ヶ月となりました。ガ

バナー・スローガン及び方針を基に、事業及び活動を行ってまいりました。 

当ゾーン内の事業及び活動につきましては、すでに終了して残すは、第４回ガバナー諮問委員会及び

ゾーン引き継ぎのみとなりました。振り返ってみますと、ガバナー公式訪問では、1.三役懇談会、2.例会、3.

懇親会と恒例の３部構成にて、多数メンバーが参加して行うことができました。 

諮問委員会では、第１回は、ガバナーを迎えて行いましたが、私の指導不足等にて６クラブ中、２名での

参加クラブが半分ありガバナーよりご指摘を受けました。以後２、３回目には改善されました。又、第３回諮

問委員会は、例会及び懇親会も一緒に１Z・２Z 合同移動例会として、伊香保温泉の地にてガバナーを迎

え開催する事ができました。 

合同アクティビティは、２回の計画を立てましたが、１回は台風の影響にて中止せざるを得ませんでした。 

また、会員増強、エコキャップ回収、LCIF 献金、献血活動は下記の挙げる資料を参照してください。現

況、目標値には達しておりません。５月、６月に ACT等計画しているクラブがある事も聞いております。最

後まで各クラブにおかれましては、頑張っていただきたいと思います。 

次に、各クラブの例会訪問では、ZC総務、４名の地区委員同行にて訪問しました。実際に訪問する事

により、クラブ毎の特色及び活動内容等があり、改めて勉強させていただきました。 

当ゾーン内においては、青少年育成事業に１回は必ず出席すると云う申し送りがあります。継続事業とし

てのクラブが大半であり長年の功績等に敬服いたしました。 

尚、ゾーン内親睦の為の「クラブ対抗親睦ゴルフ」（仮名称）は、準備不足等もあり実施する事ができませ

んでした。ゾーン内メンバーの方にはお詫び申し上げます。選挙イヤーの年は行事等の開催が難しいと云

う事を改めて感じた所存です。 

最後に７月からは次期体制へと引き継ぎを行いますが、今後もライオンズマンとして、地域の発展とライ

オンズの更なる飛躍の為に尽力してまいります。結びに１年間皆様のご協力により ZC を全うする事ができ

ました、この場を借りて御礼申し上げます、誠にありがとうございました。 

 
■期首からの会員動静

クラブ名 ２０２６年４月末 ２０２５年６月末 増減

栃木ＬＣ 23 24 -1

藤岡ＬＣ 36 38 -2

栃木都ＬＣ 13 13 0

栃木うづまＬＣ 77 68 9

大平ＬＣ 23 22 1

栃木セントラルＬＣ 53 63 -10

とちぎ蔵の街ＬＣ 37 37 0

Ｚ合計 262 265 -3

■主なＡＣＴ（２０２６年４月末現在）

クラブ名 ＬＣＩＦ（円） 献血（ＣＣ） エコキャップ（Kｇ）

栃木ＬＣ 892,244 37600 47

藤岡ＬＣ 175,457 12400 29

栃木都ＬＣ 0 28800 7

栃木うづまＬＣ 926,803 88000 108

大平ＬＣ 250,280 52400 10

栃木セントラルＬＣ 307,446 18400 236

とちぎ蔵の街ＬＣ 0 0 1

Ｚ合計 2,552,230 237600 438
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現況報告 
 

          ３Ｒ １Ｚ ゾーン・チェアパーソン      山 﨑  昌 子  

（宇都宮おおるり高根沢 LC） 

 

今期、３R1Z ゾーン・チェアパーソンとして皆様に厚いご指導を賜り、有意義な一年となりました

こと心より感謝申し上げます。 

前原正義地区ガバナースローガン「未来へつなごう We Serve！」のもと、当ゾーンの各クラブに

おきまして社会貢献活動、奉仕活動、会員親睦等に積極的に取り組んでまいりました。薬物乱用

防止活動ではクラブから講座への積極的な参加がみられ、ヘアドネーション活動においても好評

を博し、今後の広がりが期待されています。 

「ライオンズ未来子供支援シンポジウム」では、県内多くのライオンズメンバーと交流し、次世代

を担う若者を応援できたことも楽しく充実した思い出となりました。ライオンズパワーと奉仕の精神

を広く発信できた素晴らしいイベントでありました。 

また、この度、石橋ライオンズクラブ・宇都宮河内ライオンズクラブのご尽力により、作新学院大

学キャンパスライオンズクラブ 49 名が仲間入りしたことも今後の活性化に繋がると確信しておりま

す。 

 

【3R1Z 活動報告】(4月末集計) 

・総会員数 

宇都宮２６名 石橋５６名 壬生１４名 宇都宮おおるり高根沢２９名  

鹿沼高根沢１５名 芳賀益子２２名 作新学院大学キャンパス４９名 

 

・LCIF 

宇都宮 26,417円 石橋 2,837,646円 壬生 44,000円 宇都宮おおるり高根沢 426,900円  

鹿沼高根沢 62,619円 芳賀益子０ 作新学院大学キャンパス‐ 

 

・アクティビティ（金銭 ACT） 

宇都宮 24,784円 石橋 494,021円 壬生 615,000円 宇都宮おおるり高根沢 353,200円  

鹿沼高根沢 117,000円 芳賀益子 110,000 作新学院大学キャンパス‐ 

 

・200㏄献血者人数 

宇都宮５名 石橋２名 壬生０ 宇都宮おおるり高根沢０ 鹿沼高根沢０ 

芳賀益子６名 作新学院大学キャンパス‐ 

 

・400cc 献血者人数 

宇都宮 128名 石橋 43名 壬生０ 宇都宮おおるり高根沢 1,536名  

鹿沼高根沢 1,091名 芳賀益子 109名 作新学院大学キャンパス‐ 

 

・献血採血量累計 

宇都宮 52,200㏄ 石橋 17,600cc 壬生０ 宇都宮おおるり高根沢 614,400㏄  

鹿沼高根沢 436,400㏄ 芳賀益子 44,800㏄ 作新学院大学キャンパス‐ 
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現況報告 
 

          ３Ｒ ２Ｚ ゾーン・チェアパーソン      池 上  正 美  

（真岡 LC） 

 

前原ガバナー方針の「未来につなごう We serve!」をもとに、会員の増強、更には、クラブ間の

交流の活性化を主に、新規会員の拡大のための活動を重点的に行なってきました。そのために

は、対外的にライオンズの活動をもっと知ってもらうことはもとより、先ずは、会員が活動を通じて楽

しいと思えること、会員の高齢化に伴い若い将来の会員候補の掘り起こしが第一であり、他クラブ

との情報交換を含め、何でも言い合える懇親の場が必要であると活動を行ってきました。       

そして、今迄では諮問委員会は、1 ゾ－ンとすべて合同で開催してきましたが、第 2 回、第 3 回諮

問委員会は、それぞれ個別に開催してまいりました。その結果、各クラブの特徴が詳細に共有化

され、課題が見え、次年度に活かせることになったと思います。 

また、ウクライナの問題をはじめ、イランとアメリカとの戦争により、原油をはじめとする物価高騰、

更には、子どもの貧困の格差拡大や異常気象による災害など、益々我々の奉仕に対する支援は

増え、LCIF に対しても更なる理解と協力が必要と感じた年でしたが、目標額に対しては、厳しい

年でした。そのような中、今年度は結成から節目のクラブが多く、今までの振り返りや今後につい

て改めて見直しができた年でもありました。 

これからもまだまだ、沢山の取り組みの積み残しや問題はありますが、今期の諮問委員会運営

にあたり、各クラブ会長、キャビネット役員の皆様にはご協力を頂きまして心から感謝申し上げます。 

 

【３Ｒ２Ｚ 活動報告】 

１， ガバナー公式訪問及びガバナー諮問委員会開催 

月 日 行 事 会 場 参加人数 

8/5 第 1回ガバナー諮問委員会  1Z合同 割烹ニューみらく 43 

9/14 ガバナー公式訪問        1Z合同 ベルヴィ宇都宮 67 

11/28 第 2回ガバナー諮問委員会 宇都宮トウヨ－ボウル 25 

3/28 第 3回ガバナー諮問委員会 真岡市 けやき 21 

6/21 第 4回ガバナー諮問委員会 １Z合同 割烹ニューみらく 予定 

 

２， ３Ｒ２Ｚ ４月末現在 

 会員移動  期首 １１０名   2月末 １３３名  ２３名増  

（宇都宮マロニエ LC 20名増  真岡 LC 2名増 宇都宮河内 LC 1名増） 
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３， ＬＣＩＦ献金 

【MJF1000 ドル献金】   1,377,773円 

 宇都宮北 LC・・2名  真岡 LC・・５名   宇都宮マロニエ LC・・2名   合計 ３クラブ ９名 

【分割 MJF献金】      139,689円 

【その他の献金】       305,207円 

                                   合 計       1，822，669円 

 

４, ２０２５-２０２６年度（７月～４月）各クラブ献血状況  【人数】 

クラブ名 献血人数 成 分 ４００ｍL ２００ｍＬ 

宇都宮東 LC ７３ ０    ７３ ０    

宇都宮北 LC ２５９ １９２     ５７ １０   

氏家 LC １２９ ０    １２０ ９    

真岡 LC １０４ ０    １００ ４    

宇都宮河内 LC ５３ ０    ５３ ０    

宇都宮マロニエ LC ２３８ １８０    ５２ ６   

                                     合 計          336,600ml 

＊5/21 真岡 LC  街頭献血予定 

 

５, その他 【アクティビティ・環境保全活動・資金獲得事業・周年記念】 

＊宇都宮河内 LCの活動（ペットボトルのキャップ収集で世界の子ども達にワクチン支援） 

複合地区の環境保全活動最優秀クラブ賞へ推薦 

 

＊宇都宮東 LC           60周年記念行事開催 

 

*宇都宮おおるり高根沢 LC    20周年記念行事開催 

 

*鹿沼高根沢 LC           3周年記念行事開催 
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現況報告 
 

          ４Ｒ １Ｚ ゾーン・チェアパーソン      中 田  佐代子  

（日光 LC） 

 
① 日光 LC 会長スローガン「力を合わせて We Serve」 

会員数 11名：正会員 9名、家族会員 2名 

<活動報告> 

・7月：ヘアドネーション 2名 

・8月 9月 10月：レモネードスタンド活動 

・カーブミラー清掃 

・足尾植樹 

・臓器移植推進街頭キャンペーン 

・薬物乱用防止教育認定講師養成講座 2名参加 

・フードドライブ 

・ライオンズ未来子供支援シンポジウム出店 

・第 47回日光ライオンズクラブ杯少年アイスホッケー大会開催 

・国際マザーアースデー運動（東武日光駅、JR日光駅） 

・日光花火大会協賛、篤行善行少年表彰協賛 

・100 ドル献金 2名、1000 ドル献金 2名 

 

② 宇都宮中央 LC 会長スローガン「視点を変えれば世界が広がる」 

会員数 53名：正会員 35名、家族会員 6名、支部会員（うち家族会員を除く）12名 

<活動報告> 

・第 7回小学生交流バレーボール大会 

・献血奉仕 

・足尾植樹 

・エコキャップ 1810ｋｇ 

・栃木少年友の会寄付金 

・障害者施設 段ボール 100ｋｇ 

・社会福祉善光会「とちぎセンター」手づくりクッキー購入 

・薬物乱用防止教室 

・ライオンズ未来子供支援シンポジウム 

・スマイル ペイント プロジェクト 

・ヘアドネーション 12名 

・宇都宮中央レオクラブ例会出席及び指導 

・結成 60周年記念式典 

・100 ドル献金 3名、1000 ドル献金 2名 
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③ 今市 LC 会長スローガン「繋ぐために、繋がる」 

会員数 42名：正会員 30名、家族会員 12名 

<活動報告> 

・献血奉仕活動 3回 

・足尾植樹 

・フードドライブ 

・国際マザーアースデー運動（JR今市駅、東武下今市駅） 

・第 2回今市ライオンズクラブ杯ラージボール大会 

・日光花火大会協賛、東日本盲導犬協会協賛 

・100 ドル献金 6名、1000 ドル献金 1名 

 

④ 宇都宮西 LC 会長スローガン「不易流行そして未来へ」 

会員数 9名：正会員 7名、家族会員 2名 

<活動報告> 

・11年ぶりの日帰り旅行 

・犬猫譲渡会協賛 

・第 60回日本視覚障害者連合関東ブロック協賛 

・さくら祭り（雀宮神社）協賛、たこ焼き・レモネード販売 

・栃木県障害者スポーツ大会協賛 

 

⑤ 宇都宮ひかり LC 会長スローガン「感謝と笑顔で We Serve」 

会員数 20名：正会員 9名、家族会員 9名、支部会員（うち家族会員を除く）2名 

<活動報告> 

・臓器移植推進街頭キャンペーン 

・足尾植樹 

・児童養護施設商品券協賛 

・第 48回「げきと音楽のつどい」 

・100 ドル献金 6名 

 

⑥ 宇都宮友愛 LC 会長スローガン「人との繋がりを大切に」 

会員数 13名：正会員 13名 

<活動報告> 

・すぎのめ学園参加 

・チャリティゴルフコンペ 

・合同 ACT「スマイル ペイント プロジェクト」参加 

・国際女性デー企画 更年期講演会主催開催 

・100 ドル献金 10名 
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現況報告 
 

          ４Ｒ ２Ｚ ゾーン・チェアパーソン      鈴 木  康 弘  

（那須野ヶ原 LC） 

 
那須野ヶ原ライオンズクラブ所属の L鈴木康弘です。 

私の任期も残すところ 1 ヶ月をきりました。今年度を自分なりに振り返りますと、慣れない役職に

気持ちが空回りしキャビネット事務局の皆様はじめ色々な方々に支えて頂いた年となり私自身も

一人のライオンとして成長できたと考えています。 

 

以下の通り 4Ｒ2Ｚの活動報告を致します。 

 

2025年 7月 28日(月) 4R2Z第 1回諮問会議の開催 (前原ガバナーチーム来訪) 

(1) 地区ガバナーをお呼びして 333-B地区の現況説明及び今期の運営方針の説明 

(2) 第 1回キャビネット会議の説明及び要望 

(3) 各クラブ会長より今年度の会員増強の目標・薬物乱用防止教室・献血 ACT等開催予定の発表 

(4) ゾーン内合同 ACTの検討(第 1回フードドライブの実施・救急救命講習会の開催) 

 

2025年 8月 9日(土) 4R2Z地区ガバナー公式訪問例会の開催 （前原ガバナーチーム来訪） 

(1) 地区ガバナーをお呼びして 333-B地区の現況説明および今期の運営方針の説明 

 

2025年 9月 4日(木) 4R2Z合同 ACT第 1回フードドライブの実施 

(1) ゾーン内の 3箇所の社会福祉協議会(那須塩原市・大田原市・那須町)に提供物を配布 

 

2025年 11月 17日(月) 4R2Z第 2回諮問会議の開催 

(1) 第 2回キャビネット会議の説明及び要望 

(2) 各クラブ会長より会員増強の現状・薬物乱用防止教室・献血 ACT等実施及び開催予定の発表 

(3) ゾーン内合同 ACTの検討(第 2回フードドライブの実施・救急救命講習会の開催) 

 

2026年 2月 13日(金) 4R2Z合同 ACT第 2回フードドライブの実施及び寄付金 

(1) ゾーン内の 3箇所の社会福祉協議会(那須塩原市・大田原市・那須町)に提供物を配布 

(2) ゾーン内の 3箇所の社会福祉協議会(那須塩原市・大田原市・那須町)に 2万円ずつの寄付 

(3) 栃木県アイバンクに 3万円の寄付 

(4) 東日本盲導犬協会に 3万円の寄付 

 

2026年 3月 2日（月）第 3回諮問委員会の開催 

(1) 第 3回キャビネット会議の説明及び要望 

(2) 各クラブ会長より会員増強の現状・薬物乱用防止教室・献血 ACT等実施及び開催予定の発表 

(3) 次期ゾーン・チェアパーソン、次期地区委員の選出 

41



 

(4) 新旧役員交替式について 

(5) ライオンズクラブ空白地帯(矢板市)にクラブ設立をめざす 

 

※救急救命講習会実施当日火災発生により急遽中止となりました 

 

※会員増強現状（5月７日現在） 

黒磯 LC：正会員 29名（2名増）目標 10名 

大田原 LC：正会員 14名（1名減）目標 3名 

西那須野 LC：正会員 17名（増減なし）目標 4名 

那須野ヶ原 LC：正会員 18名（3名増）目標 5名 

 

※各クラブ主な活動報告 

黒磯 LC   

薬物乱用防止教室 7校実施済み 

献血 ACT 2回実施済み 

キッズトライアスロン(3LC合同 ACT) 

新人バレーボール大会主催 

ヘアドネーション 4件  

大田原 LC  

薬物乱用防止教室 4校実施済み 

献血 ACT 4回実施済み 

小中学生サッカー大会主催 

与一まつり及び産業文化祭に出店 

西那須野 LC  

薬物乱用防止教室 1校実施済み 

献血 ACT 2回実施済み 

キッズトライアスロン(3LC合同 ACT) 

中学生ソフトボール大会主催 

那須野ヶ原 LC 

薬物乱用防止教室 3校実施済み 

献血 ACT 8回実施済み 

キッズトライアスロン(3LC合同 ACT) 

小学生ソフトボール大会主催 

開拓祭り及び九尾祭り出店 
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【地区ガバナー報告】 

1. 作新学院大学キャンパスライオンズクラブ協賛金のお願いについて 

皆様のご理解とご協力により、このたび 333-B 地区では、作新学院大学キャンパスライオンズ

クラブを発足することができました。これは単なる新クラブの誕生ではなく、ライオンズクラブの

未来を担う若い世代へ奉仕の精神を継承し、「未来へつなごう We Serve！」というガバナース

ローガンを具現化する大きな一歩であると考えております。 

現在、キャンパスライオンズクラブには意欲あふれる学生たちが集まり、地域社会への貢献に

向けて活動を始めております。しかしながら、クラブを維持し活動していくためには一定の経

費が必要となります。特に国際協会費や複合地区費などの負担だけでも年間 20 万円を超え

る費用が発生いたします。 

私たちは、学生たちに過度な経済的負担をかけることなく、奉仕活動に専念できる環境を整

えてあげたいと考えております。そこで今回、30万円を目標に協賛金を募ることといたしました。 

集まった協賛金のうち、約 20 万円は国際協会費および複合地区費などのクラブ維持に必要

な費用に充当し、残る約 10万円は学生たちが実施する奉仕活動や各種事業の活動資金とし

て有効に活用していただく予定であります。 

また、本事業は資金面での支援にとどまるものではありません。今後、協賛いただいた企業と

キャンパスライオンズクラブの学生たちとの交流の場を積極的に設けてまいりたいと考えてお

ります。 

奉仕活動や交流会、企業訪問、職場見学などを通じて、学生たちは地域企業の魅力や社会

の仕組みを学び、企業の皆様にとっても地域社会への貢献意識を持った優秀な学生たちと

接する機会となります。こうした交流が深まることで、将来的には地域企業の人材確保や学生

たちの就職活動にもつながり、地域に根差した人材育成の一助になることを期待しております。 

さらに、本基金は今回の作新学院大学キャンパスライオンズクラブだけを対象としたものでは

ありません。今後、333-B 地区において第 2、第 3 のキャンパスライオンズクラブが結成された

際にも、その活動を支援し、円滑な運営を後押しできるよう、継続的かつ適正に運用してまい

ります。 

私たちは、この取り組みを一過性の事業ではなく、次世代のライオンズを育成するための長期

的な事業として位置付けております。若者が奉仕を学び、成長し、やがて地域社会やライオン

ズクラブを支える人材となる。その循環を生み出していくことこそが、本基金の大きな目的であ

ります。 

つまり、この協賛金は単なる寄付ではありません。 
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未来のライオンズを育てるための支援であり、地域の若者を育てるための支援であり、そして

地域企業と学生を結ぶための支援でもあります。 

私たちが今蒔く種は、数年後、十数年後の地域社会、そしてライオンズクラブの発展へとつ 

ながっていくものと確信しております。 

どうか本事業の趣旨をご理解いただき、一口 1 万円のご協賛を賜りますよう心よりお願い申し

上げます。 

皆様からのご支援が、「未来へつなごう We Serve！」を実現する大きな力となります。何卒よ

ろしくお願い申し上げます。 

 

2. キャンパスライオンズクラブ協賛会口座の開設について 

 

キャンパスライオンズクラブの継続的な運営支援のために、協賛金を厳格かつ適正に管理・

運用することを目的とし、キャビネットにて「キャンパスライオンズクラブ協賛金」の専用口座を

開設いたしました。 

 

協賛金振込口座   

足利銀行 本店  普通預金 （口座番号） ５６６２５５８ 

（口座名義） ライオンズクラブ国際協会 333B地区キャンパスライオンズクラブ協賛金 

キャビネット会計 小林英一郎 
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ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 キャビネット事務局 

 
〒320-0063 栃木県宇都宮市陽西町１番 37号 

TEL 028-627-0012  FAX 028-627-0019 

Mail  cabinet@lions-333b.org 

URL httpｓ://lions-333b.org 

mailto:cabinet@lions-333b.org
http://www.lions-333b.org/
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